
まで漂

北海道沖からミットウェー北方
流した

老朽貨物船を
日本に曳航
文 ・山 田廼 生 (日本海事史学会副会長)

栄憶丸 (1949年7月 東京港で滝田清氏撮影)

栄順丸を受航した空知丸 0956年 8月横浜港で筆者撮影)

《 主 要 目 》
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名 船 発 掘 ・日本

西
太
平
洋
を
５２
日
間
も
漂
流

無
人
で
凛
流
中
の
恥
齢
３５
年
の
老
朽
貨
物
船

「栄

順
丸
」
が
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
北
方
で
米
国
貨
物
船

「
キ

ャ
ロ
ル

・
ビ
ク
ト
リ
ー
」
（７
６
０
０
総
ト
ン
）
に

発
兄
さ
れ
た
の
は
１
９
５
１

（昭
和
２６
）
年
２
月
２‐

日
で
あ
る
。
大
暴
風
の
た
め
操
船
不
能
と
な
り
、
釧

路
沖
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
た
の
が
同
年
元
日
だ
か

ら
、
５２
日
間
も
大
平
洋
を
束

へ
流
さ
れ
た
わ
け
だ
。

同
船
が
空
荷
で
川
崎
を
出
航
し
年
南
に
向
か

っ
た

の
は
前
年
の
１２
月
２８
日
。
２
日
後
、
岸
雄
海
峡
の
束

方
で
大
時
化
に
道
遇
し
、
東
に
吹
き
流
さ
れ
た
。
同

船
は
燃
料
炭
を
節
約
し
つ
つ
暴
風
国
か
ら
の
脱
出
を

図

っ
た
が
失
敗
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
発
信
に
■

っ
た
。

こ
れ
を
受
信
し
た
海
ｉ
保
安
庁
の
巡
祝
船

「
み
や

け
」
（４
５
０
ト
ン
型
）
な
ど
４
隻
が
次
々
と
現
場

に
到
着
し
、
曳
航
を
試
み
た
が
失
敗
。
や
む
な
く
同

船
の
船
主
の
束
邦
海
運
は
、
現
場
近
く
を
北
米
に
向

け
航
行
中
の
日
鉄
汽
船
の
貨
物
船

「
阜
永
九
」
（６

８
５
９
総
ト
ン
、
２
Ａ
型
戦
標
船
）
に
船
の
監
視
と

乗
組
呉
毬
人
の
故
助
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
故
助

船
と
し
て
下
井
船
加
か
ら
貨
物
船

「空
知
九
」
を
チ

ヤ
ー
タ
ー
し
た
。
更
工
知
九
」
は
日
本
サ
ル
ベ
ー
ジ

の
技
術
者
を
乗
せ
て
川
崎
か
ら
現
場

へ
向
か

っ
た
。

そ
の
９
日
前
、
束
経
１
６
０
度
付
近
で
、
来
組
員

全
員
は
自
恥
の
放
命
艇
で

配
ユ永
九
」
に
移
乗
し
た
。

荒
天
と
の
問
い
で
疲
労
困
は
し
て
い
た
う
え
、燃
料
、

清
水
、
食
糧
が
欠
乏
し
た
た
め
だ
。
冨
豆
水
九
」
は

予
定
を
変
え
、
１
月
１２
日
横
浜

へ
向
か

っ
た
。

「栄
順
九
」
は
無
監
視
状
態
の
ま
ま
西
大
平
洋
に
放

置
さ
れ
た
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
２
月
刻
日
、
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
北
方
で
米
国
貨
物
船
に
発
見
さ
れ
た
の

で
あ
る
．
位
置
は
日
付
変
更
線
上
の
束
経
１
８
０
度
。

経
度
で
４０
度
近
く
束

へ
流
さ
れ
た
わ
け
だ
。

翌
２
日
、
死
二
知
九
」
が
現
場
に
到
着
し
、
２７
日

に
曳
航
を
開
始
し
た
。
３
月
１０
日
に
は
洋
上
で
食
糧

補
給
の
た
め
に
仕
立
て
ら
れ
た
漁
船
と
会
合
。
同
月

‐４
日
浦
賀
沖
に
無
事
帰
着
し
た
。
片
着
し
た
と
き
、

「
栄
順
丸
」
は
右
舷
に
約
１０
度
傾
き
、
船
合
に
は
１

７
０
ト
ン
の
海
水
が
溜
ま

っ
て
い
た
と
い
う
。

東
邦
海
運
が
同
船
故
助
に
要
し
た
在
費
は
莫
大
で

あ
り
、
保
険
金
額
を
上
回

っ
た
。

短
期
間
の
海
難
で
社
船
５
隻
を
失
う

束
邦
海
道
は
１
９
４
７

（昭
和
塑
）
年
東
京
に
設

立
さ
れ
た
。
前
身
は
満
鉄
の
子
会
社

・
大
連
汽
船
で
、

人
材
の
中
心
は
大
連
汽
船
東
京
支
社
と
大
陸
か
ら
引

揚
げ
て
き
た
役
員

，
海
陛
員
で
構
成
さ
れ
た
。
残
存

船
は
船
舶
運
営
会
が
運
航
し
て
い
た
が
、
１
９
５
０

（昭
和
２５
）
年
４
月
の
民
宮
遣
元
に
よ
り
束
邦
海
逗

に
返
船
さ
れ
た
。
そ
の
時
点
の
所
有
船
は
１８
隻
ｏ
敗

戦
後
と
し
て
は
質
量
と
も
に
十
分
な
船
隊
で
あ
り
、

他
社
に
く
ら
べ
る
と
有
利
な
立
場
に
あ

つ
た
。

と
こ
ろ
が
同
年
６
月
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
主
機
の
優
秀

船

「
山
束
九
」
（３
２
３
４
総
ト
ン
）
が
宮
市
鳥
で

座
礁
し
沈
没
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
翌
年
３
月
ま
で
の

短
期
間
に
５
隻

（山
束
九
、
新
屯
九
、
古
城
九
、
第

人
快
進
九
、
伊
和
九
）
を
海
難
で
失
う
と
い
う
悲
運

に
道
週
。
さ
ら
に
保
険
金
を
上
回
る

「栄
順
丸
」
の

漂
流
事
件
に
よ
る
損
害
も
加
わ
り
、
束
邦
海
こ
の
戦

後
の
発
展
を
遅
ら
せ
る
結
果
と
な

っ
た
。

な
か
で
も

「古
城
丸
」
（１
６
８
４
総
ト
ン
）
の

沈
没
は
悲
劇
的
だ

っ
た
。
同
恥
は
１
９
５
０
年
ツ
月
、

石
炭
約
２
０
０
０
ト
ン
を
積
ん
で
小
樽
か
ら
秋
田
県

船
川

へ
向
か
う
途
中
、
同
月
１８
日
夜
、
青
森
県
深
浦

沖
で
荒
天
の
た
め
沈
没
。
４０
人
の
乗
社
員
全
員
が
船

と
運
命
を
と
も
に
し
た
。
殉
難
碑
が
現
在
、
深
浦
町

の
同
町
地
区
御
仮
屋
に
建

っ
て
い
る
。

披
助
船
と
し
て

「栄
順
九
」
を
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
北

方
か
ら
浦
賀
ま
で
曳
航
し
た
三
井
船
舶
の
更
工知
九
」

は
、
共
立
汽
船

（北
海
道
炭
憤
汽
船
の
船
を
連
航
）

の
貨
物
船
と
し
て
昭
和
初
期
に
三
井
物
産
造
船
部
玉

工
場
で
誕
生
。
日
中
戦
争
勃
発
の
翌
年
、
合
併
に
と

も
な
い
北
海
道
炭
憶
汽
船

（東
京
）
に
移
結
，
さ
ら

に
戦
時
中
、
同
社
の
船
舶
部
門
が
三
井
船
舶
に
吸
収

さ
れ
た
た
め
三
井
船
舶
に
移
結
し
た
。

船
型
は
三
鳥
型
。
指
円
型
船
尾
を
有
す
る
。
船
橋

甲
板
室
は
船
合
口
に
よ

つ
て
前
部
と
後
部
に
２
分
さ

れ
て
い
る
。
大
正
　
昭
和
初
期
の
貨
物
船
に
よ
く
見

ら
れ
る
船
犯
で
あ
る
が
、
大
正
末
別
に
出
現
し
た
門

型

マ
ス
ト
を
備
え
て
い
る
の
が
斬
新
で
あ
る
．

「栄
順
九
」
曳
航

の
５
年
後
、
東
洋
海
迂

（東
京
）

に
移
結
し

「江
戸
川
丸
」
と
改
名
。
１
９
６
５

（昭

和
４０
）
年
に
解
体
さ
れ
、
３５
年
の
■
涯
を
終
え
た
。
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